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LL教室改修の報告
すでに10年を過ぎて耐用年数を越え､とかくト
ラブルを起こしがちであった316､317のLL教室
の改修を今年3月に終え､新学期からの授業をつ
つがなく軌道に乗せることが出来た｡最新の機能
を備え､しかも扱いやすく堅牢にして故障も少な
いLL教室の設置を目標に機種の検討に入り､符
余曲折を経た選定の結果､まったくの初心者にも
その日から授業が行え､機械に弱いと敬遠される
先生方にも操作 しやすいソニーのLLC-9000シス
テムの導入が決まったときには2年の歳月が流れ
ていた｡現在までのところ大きなトラブルもなく
順調に稼働しているので当機種を選んで間違いは
なかったと信じている｡
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314教室の改修予定について
314教室にはCALLシステム(ComputerAssist-
edLanguageLaboratories)が設置されている
が､これがすでに老朽化による改修の時期を迎え
ている｡センターの方針としては､まず現在のマッ
クによるCALLシステムをウインドウズ式の最
新型機種に入れ替えること｡加えて､ブースの数
が現在40台であるところをスペースの許す限り増
加して50から60台近くに増やしたい｡これによっ
て大人数クラスの利用が可能となり､ひいてはコ
ンピュータを使った授業の活性化が図れるものと
考える｡
ただし､コンピュータ設置に関わる新規事業は､
すべて情報処理推進事務室との連係が必要となる｡
すでに当センターは､314教室の現状と利用状況
ならびに改修計画の素案を事務室に提出してあり､
その回答を待って次の段階に進むことになる｡順
調に運べば平成14年 8月､あるいは遅くとも平成
15年2月には改修工事に臨む予定である｡
(言語研究センター所長)
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